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(百万円未満切捨て)

１．2024年12月期の連結業績（2024年１月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者
に帰属する
当期利益

当期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期 90,652 13.5 18,367 20.4 17,977 21.3 13,615 24.9 13,615 24.9 16,425 35.2

2023年12月期 79,887 27.4 15,256 140.9 14,826 380.1 10,904 － 10,904 － 12,151 290.4

基本的１株当たり
当期利益

希薄化後１株当たり
当期利益

親会社所有者帰属
持分当期利益率

資産合計
税引前利益率

売上収益
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年12月期 60.44 59.01 18.5 10.6 20.3
2023年12月期 48.44 48.44 18.4 9.5 19.1

(参考) 持分法による投資損益 2024年12月期 －百万円 2023年12月期 －百万円

(注) １.2023年12月期の当期利益及び親会社の所有者に帰属する当期利益の対前期増減率は1,000％を超えるため、

「－」と記載しております。

２.当社株式は、2023年12月期の末日時点では非上場であり、新株予約権は存在するものの、権利確定条件に上

場条件が含まれているため、2023年12月期の希薄化後１株当たり当期利益の計算に含めておりません。

３.当社は、2024年７月11日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「基本的１株当たり当期利益」及び「希薄化後１株当たり

当期利益」を算定しております。

４.当社は、2024年10月25日付で東京証券取引所プライム市場に上場したため、2024年12月期の希薄化後１株当

たり当期利益については、新規上場日から2024年12月期の末日までの平均株価を期中平均株価とみなして算

定しております。

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

１株当たり親会社
所有者帰属持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年12月期 177,547 81,769 81,769 46.1 363.02
2023年12月期 163,120 65,349 65,349 40.1 290.09

(注) 当社は、2024年７月11日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり親会社所有者帰属持分」を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年12月期 14,604 △6,053 △2,442 27,992
2023年12月期 11,723 △2,358 △4,023 20,521



２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

親会社所有者
帰属持分配当率

(連結)第１四半期末第２四半期末第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －
2024年12月期 － 0.00 － 3.00 － 675 5.0 0.9

2025年12月期(予想) － 9.40 － 9.40 18.80 30.1

(注) 当社は、2024年７月11日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者
に帰属する当期

利益

基本的１株当た
り当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 97,736 7.8 20,049 9.2 19,441 8.1 14,056 3.2 14,056 3.2 62.40

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2024年12月期 225,268,600株 2023年12月期 225,268,600株

② 期末自己株式数 2024年12月期 19,601株 2023年12月期 0株

③ 期中平均株式数 2024年12月期 225,258,692株 2023年12月期 225,121,406株

(注) 当社は、2024年７月11日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式

数」を算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算説明会について）

当社は、2025年２月14日（金）にアナリスト・機関投資家向けの決算説明会を開催する予定です。この説明会で

配布する決算説明資料については、同日中に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国の経済状況は、雇用・所得環境の改善並びに経済活動の正常化が進んだことによ

り、賃金上昇、物価上昇が認められますが、インフレによって実質賃金の伸びが抑えられ、緩やかな回復に留まっ

ています。米国ではインフレ減速と金融緩和の中、緩やかな成長を維持、欧州はインフレに伴う経済減速、中国経

済は引続き不動産不況などで内需が低迷しています。ロシアのウクライナ侵攻の長期化、パレスチナを中心とした

中東情勢の悪化などにより、地政学的リスクは高いままです。また、米国の金融緩和の動きと日本における日銀の

政策金利引き上げの動きにより、為替相場の変動が生じています。

こうした経済状況下ではありましたが、半導体市場の成長と材料イノベーションへの取り組みの進展は当社グル

ープのソリューションに対し高い需要を生み出し、主に以下の事業における伸長と出荷増などにより、売上収益、

利益共に二桁成長を達成しました。

● 多目的分析機器においては、グローバル戦略が奏功し、海外、特に米州・アジアで高い成長を実現しまし

た。新素材や新技術の研究需要の高まりや中国補正予算案件の獲得により、アカデミア／ガバメントの領域

で売上を伸ばしました。Lab to Fab戦略が進展し、X線トポグラフィ技術を利用したパワー半導体の開発・量

産工程で使用される製品の販売が伸長しました。

● 半導体プロセス・コントロール機器においては、北米及びアジア（中国を除く）におけるAI半導体向けへの

当社製品の採用が加速され、GAA世代のロジックやアドバンスト・パッケージング向けの新たな需要を獲得し

ました。また先端半導体エコシステムへのアプローチ戦略強化により、半導体製造装置メーカーの研究開発

および出荷時検査を目的とした需要を獲得しました。さらに中国においてはレガシーおよびパワー半導体の

需要を効果的に獲得しました。これらにより大幅な成長を実現しました。

● 新型コロナウイルス感染症の影響による部材仕入の遅延などで生産・出荷が遅滞していた状況が緩和され、

生産の円滑化とサプライチェーンの改善により出荷が増加しました。

● 販売ミックス、プライシング戦略を改善させ、また通年では円安傾向にあることも当社業績に寄与しまし

た。

以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上収益は90,652百万円(前年同期比13.5％増)、営業利益は18,367百万

円(同20.4％増)、親会社の所有者に帰属する当期利益は13,615百万円(同24.9％増)となりました。

なお、当社グループは、「理科学機器の製造・販売」の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略

しております。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末から14,426百万円増加し、177,547百万円となりました。主な

要因は、現金及び現金同等物が7,470百万円増加、為替影響及び売上収益増加などで営業債権及びその他の債権が

1,373百万円増加、山梨工場増設に伴う設備投資などで有形固定資産が4,021百万円増加などであります。

当連結会計年度末の負債合計は、前連結会計年度末から1,993百万円減少し、95,777百万円となりました。主な要

因は、売上収益の実現により流動負債の契約負債が1,336百万円減少、4,000百万円の借入金返済及び2,721百万円の

山梨工場増設に伴う新規借入で非流動負債の借入金が1,279百万円減少、退職金の支払いなどで非流動負債の従業員

給付が1,008百万円減少などであります。

当連結会計年度末の資本合計は利益剰余金が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ16,420百万円増

加し、81,769百万円となりました。以上の結果、当連結会計年度末の自己資本比率は前連結会計年度末から6.0ポイ

ント増加し、46.1％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。）は27,992百万円となり、前連結会計年度

末に比べ7,470百万円増加しました。

当連結会計年度における各活動におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において営業活動による資金の増加は14,604百万円(前年同期は11,723百万円の資金の増加）と

なりました。これは主に、税引前当期利益17,977百万円(前年同期は14,826百万円)、減価償却費及び償却費4,868

百万円(前年同期は4,408百万円)があった一方で、法人所得税の支払5,674百万円(前年同期は4,161百万円)があっ

たことなどによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において投資活動による資金の減少は6,053百万円(前年同期は2,358百万円の資金の減少)となり

ました。これは主に、保険積立金の解約による収入282百万円(前年同期は280百万円)があった一方で、有形固定資

産の取得による支出5,867百万円(前年同期は2,780百万円)、無形資産の取得による支出495百万円(前年同期は46百

万円)があったことなどによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において財務活動による資金の減少は2,442百万円（前年同期は4,023百万円の資金の減少)とな

りました。これは主に、借入による収入2,721百万円(前年同期は無し)があった一方で、借入金の返済による支出

4,000百万円(前年同期は3,333百万円)、リース負債の返済による支出1,158百万円(前年同期は839百万円)があった

ことなどによるものであります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、ロシア・ウクライナの紛争が続き、米国においては新大統領による関税強化、エ

ネルギー転換など、欧州においては主要国の政権の交代などが起き、世界の政策・政治的な動向は不透明さを増し

ています。また欧米各国のインフレ進行やそれに伴う高金利、中国経済の回復の遅れなどから先行きの見通しは予

測し難い状況です。

このような経済状況下ではありますが、当社グループは拡大する事業機会、需要の獲得、そしてサプライチェー

ンの改革により、中期経営計画に即した成長路線を維持していきます。

● 多目的分析機器では、一層高まる材料科学イノベーションに向けた需要の獲得、グローバルの販売拠点・チ

ャネルの強化、要素技術・部品の更なる高性能化を通じ、成長を図っていきます。

● 半導体プロセス・コントロール機器では、市場における先端メモリへの投資回復、AI半導体チップ向け

GPU/CPUの堅調な需要、WFE領域におけるX線メトロロジー機器の戦略的重要性の定着が生じている中、当社製

品への高まるニーズをしっかりと捉え、高い成長を目指します。

● 継続した強い引き合い・パイプラインに応えるために、山梨工場増設をはじめとする生産キャパシティの増

大とリードタイム短縮への取り組みを実行しサプライチェーンの改革を進め、更なる事業拡大の体制を築き

ます。

● 中長期の成長の源泉となる研究・開発へは積極的に投資を継続します。

以上から、2025年12月期の業績においては売上収益97,736百万円、営業利益20,049百万円、税引前利益19,441百

万円、親会社の所有者に帰属する当期利益14,056百万円を予想しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、資本市場における財務情報の国際的な比較可能性を向上させるとともに、国際的な市場における

資金調達手段の多様化などを目指し、2023年12月期より国際会計基準（IFRS）を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結財政状態計算書
（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当連結会計年度
(2024年12月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 20,521 27,992

営業債権及びその他の債権 18,907 20,280

棚卸資産 20,195 21,119

その他の流動資産 1,407 1,837

流動資産合計 61,030 71,228

非流動資産

有形固定資産 15,265 19,287

使用権資産 5,364 6,117

のれん 51,655 51,710

無形資産 28,384 27,407

その他の金融資産 535 271

繰延税金資産 876 1,503

その他の非流動資産 7 21

非流動資産合計 102,089 106,318

資産合計 163,120 177,547
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当連結会計年度
(2024年12月31日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 9,752 9,816

借入金 4,000 4,000

リース負債 832 1,011

未払法人所得税 2,183 2,081

契約負債 7,769 6,433

その他の金融負債 514 681

短期従業員給付 3,205 3,774

引当金 849 1,025

その他の流動負債 1,082 1,110

流動負債合計 30,190 29,934

非流動負債

借入金 52,667 51,388

リース負債 4,576 5,201

契約負債 418 992

長期従業員給付 1,249 241

繰延税金負債 8,633 8,020

その他の非流動負債 36 －

非流動負債合計 67,580 65,843

負債合計 97,771 95,777

資本

資本金 473 473

資本剰余金 55,537 49,305

利益剰余金 5,877 25,736

自己株式 － △4

その他の資本の構成要素 3,460 6,258

親会社の所有者に帰属する持分合計 65,349 81,769

資本合計 65,349 81,769

負債及び資本合計 163,120 177,547
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 2023年１月１日
至 2023年12月31日)

当連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

売上収益 79,887 90,652

売上原価 △33,210 △35,356

売上総利益 46,676 55,296

販売費及び一般管理費 △31,264 △36,805

その他の収益 306 169

その他の費用 △463 △293

営業利益 15,256 18,367

金融収益 216 366

金融費用 △646 △755

税引前当期利益 14,826 17,977

法人所得税費用 △3,922 △4,361

当期利益 10,904 13,615

当期利益の帰属

親会社の所有者 10,904 13,615

当期利益 10,904 13,615

１株当たり当期利益

基本的１株当たり当期利益(円) 48.44 60.44

希薄化後１株当たり当期利益(円) 48.44 59.01



リガク・ホールディングス株式会社(268A) 2024年12月期 決算短信

― 7 ―

連結包括利益計算書

（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 2023年１月１日
至 2023年12月31日)

当連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当期利益 10,904 13,615

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で
測定する金融資産

△429 2

項目合計 △429 2

純損益にその後に振り替えられる可能性
のある項目

在外営業活動体の換算差額 1,676 2,807

項目合計 1,676 2,807

その他の包括利益合計 1,247 2,809

当期包括利益 12,151 16,425

当期包括利益の帰属

親会社の所有者 12,151 16,425

当期包括利益 12,151 16,425
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（３）連結持分変動計算書

前連結会計年度(自 2023年１月１日 至 2023年12月31日)

（単位：百万円）
親会社の所有者に帰属する持分

その他の資本の構成要素

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

在外営業活
動体の換算

差額
新株予約権 合計 合計

資本
合計

2023年1月1日残高 399 55,464 △5,031 86 2,114 15 2,216 53,049 53,049

当期利益 － － 10,904 － － － － 10,904 10,904

その他の

包括利益
－ － － △429 1,676 － 1,247 1,247 1,247

当期包括利益 － － 10,904 △429 1,676 － 1,247 12,151 12,151

新株の発行 73 73 － － － － － 147 147

新株予約権の発行 － － － － － 2 2 2 2

新株予約権の取得 － － － － － △0 △0 △0 △0

利益剰余金

への振替
－ － 4 △4 － － △4 － －

所有者との

取引額等合計
73 73 4 △4 － 1 △3 148 148

2023年12月31日残高 473 55,537 5,877 △347 3,791 16 3,460 65,349 65,349

当連結会計年度(自 2024年１月１日 至 2024年12月31日)

（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

その他の資本の構成要素

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

在外営業活
動体の換算

差額
新株予約権 合計 合計

資本
合計

2024年1月1日残高 473 55,537 5,877 － △347 3,791 16 3,460 65,349 65,349

当期利益 － － 13,615 － － － － － 13,615 13,615

その他の

包括利益
－ － － － 2 2,807 － 2,809 2,809 2,809

当期包括利益 － － 13,615 － 2 2,807 － 2,809 16,425 16,425

新株予約権の取得 － － － － － － △0 △0 △0 △0

自己株式の取得 － － － △4 － － － － △4 △4

欠損填補 － △6,232 6,232 － － － － － － －

利益剰余金

への振替
－ － 10 － △10 － － △10 － －

所有者との

取引額等合計
－ △6,232 6,243 △4 △10 － △0 △11 △5 △5

2024年12月31日残高 473 49,305 25,736 △4 △356 6,598 16 6,258 81,769 81,769
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 2023年１月１日
至 2023年12月31日)

当連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期利益 14,826 17,977

減価償却費及び償却費 4,408 4,868

減損損失（又はその戻入れ） － 109

受取利息及び受取配当金 △195 △363

支払利息 623 698

為替差損益（△は益） △35 92

アレンジメントフィー － 33

金融収益及び金融費用 1 20

有形固定資産及び無形資産除売却損益（△は益） 125 7

棚卸資産の増減額（△は増加） △3,241 △250

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） △3,195 △554

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） △1,046 △245

契約負債の増減額（△は減少） 2,376 △1,160

引当金の増減額（△は減少） 445 164

従業員給付の増減額（△は減少） 673 △217

その他の増減額 566 △528

小計 16,333 20,651

利息の受取額 194 361

配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △642 △700

アレンジメントフィーの支払額 － △33

法人所得税の支払額 △4,161 △5,674

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,723 14,604

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,780 △5,867

有形固定資産の売却による収入 203 21

無形資産の取得による支出 △46 △495

貸付金の回収による収入 0 －

投資有価証券の売却による収入 11 12

差入保証金の差入による支出 △59 △20

差入保証金の回収による収入 31 13

保険積立金の解約による収入 280 282

その他 1 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,358 △6,053

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入による収入 － 2,721

長期借入金の返済による支出 △3,333 △4,000

新株の発行による収入 147 －

新株予約権の発行による収入 2 －

新株予約権の取得による支出 △0 △0

自己株式の取得による支出 － △4

リース負債の返済による支出 △839 △1,158

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,023 △2,442

現金及び現金同等物に係る換算差額 747 1,363

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,089 7,470

現金及び現金同等物の期首残高 14,431 20,521

現金及び現金同等物の期末残高 20,521 27,992



リガク・ホールディングス株式会社(268A) 2024年12月期 決算短信

― 10 ―

（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

当社グループは、「理科学機器の製造・販売」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

(1) 基本的１株当たり当期利益の算定上の基礎

基本的１株当たり当期利益及びその算定上の基礎は、以下のとおりです。

前連結会計年度
(自 2023年１月１日
至 2023年12月31日)

当連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

親会社の普通株主に帰属する当期利益

親会社の所有者に帰属する当期利益（百万円） 10,904 13,615

１株当たり当期利益の計算に使用する

当期利益（百万円）
10,904 13,615

発行済普通株式の期中平均株式数（株） 225,121,406 225,258,692

基本的１株当たり当期利益（円) 48.44 60.44

（注）当社は、2024年７月11日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、基本的１株当たり当期利益を算定しております。

(2) 希薄化後１株当たり当期利益の算定上の基礎

希薄化後１株当たり当期利益及びその算定上の基礎は、以下のとおりです。

前連結会計年度
(自 2023年１月１日
至 2023年12月31日)

当連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

希薄化後の普通株主に帰属する当期利益

基本的１株当たり当期利益の計算に使用する

当期利益（百万円）
10,904 13,615

希薄化後１株当たり当期利益の計算に使用する

当期利益（百万円）
10,904 13,615

発行済普通株式の期中平均株式数（株） 225,121,406 225,258,692

希薄化性潜在的普通株式の影響:新株予約権（株） － 5,470,154

希薄化効果の調整後（株） 225,121,406 230,728,846

希薄化後１株当たり当期利益（円） 48.44 59.01

希薄化効果を有しないため、希薄化後１株当たり当期

利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

新株予約権７種類

（普通株式 7,488,400株）
－

（注）１.当社株式は、前連結会計年度においては非上場であり、新株予約権は存在するものの、権利確定条件に上場

条件が含まれているため、前連結会計年度の希薄化後１株当たり当期利益の計算に含めておりません。

２.当社は、2024年７月11日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、希薄化後１株当たり当期利益を算定しております。

３.当社は、2024年10月25日付で東京証券取引所プライム市場に上場したため、当連結会計年度の希薄化後１株

当たり当期利益については、新規上場日から当連結会計年度末までの平均株価を期中平均株価とみなして算

定しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


